
夷隅保健所と勝浦市の連携による
「災害時保健活動マニュアル」作成の取組み

令和７年度 保健師等ブロック別研修会

（関東甲信越ブロック）

勝浦市役所 高齢者支援課 主任保健師 植村 綾
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内容

勝浦市の紹介・概要の説明

災害時保健活動マニュアル・アクションカード完成までの

夷隅保健所・市での取組経過 （令和6年度の取組を中心に説明）

市における今後の課題

保健所との連携を通しての学び
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勝浦市の紹介

・千葉県の南東部に位置。面積93.96㎢

・市域は太平洋沿岸に面し、海岸線は

自然景観に富んでいます。

・市北西部は房総丘陵に属する

海抜150～250mの丘陵性山地が

広く分布。

平坦地の少ない地形です。
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夷隅地域：

いすみ市・御宿町
勝浦市・大多喜町



勝浦市の紹介
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勝浦市の概要
令和７年５月３1日現在

●人口 １５，００２人

●年間出生数 ２９人（令和６年度）

●６５歳以上人口 ７，０９９人

●高齢化率 ４７．３％（県内で４番目に高い）
※千葉県全体の高齢化率２７．６％（R6年4月1日）

●要介護認定率 １８．９８％
※１号（６５歳以上）認定数 １，３５５人
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要支援・要介護認定者数の将来推計

本市の要支援・要介護認定者
数の推移については、令和７年
以降概ね減少傾向になること
が推計されています。

認定率については、令和7年
以降も上昇傾向が見込まれ、令
和22年に２２．７％になること
が推計されています。

本市は災害時要援護者
に占める要介護者の
割合が高い地域
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医療救護事務分掌

健康管理係
市民課長（医療救護班副班長）
保健師３名
（うち１名　統括保健師）

健康管理係
市民課長（医療救護班副班長）
係長（統括保健師）１名
保健師２名

勝浦診療所
医師　１名
事務長
准看護師　１名

勝浦診療所
医師　１名
事務長
准看護師　１名

高齢者支援課 高齢者支援係
高齢者支援課長（医療救護班班長）
係長（看護師・主任ケアマネ）１名
保健師　２名

高齢者支援課 高齢者支援係
高齢者支援課長（医療救護班班長）
保健師　２名

福祉課 子育て支援係
助産師　１名
保健師　２名

こども未来応援課 こども・子育て支援係 保健師　２名

障害福祉係 保健師　１名 福祉課 障害福祉係 保健師　１名

消防防災課 消防防災係 准看護師　１名 消防防災課 消防防災係 准看護師　１名

令和６年度 医療救護班体制（医療職　１2名　事務職　３名） 令和７年度　医療救護班体制（医療職　１０名　事務職　３名）

医療救護班には含まれない医療職 医療救護班には含まれない医療職

医療救護事務分掌

市民課 市民課 1　　避難所における感染症対策及び要配慮者に関　
　　　すること
２　　住民の健康管理に関すること
３　　医療救護所の設置に関すること
４　　医療機関及び医師会等との連絡調整及び応援
　　　要請に関すること
５　　夷隅健康福祉センター（夷隅保健所）との連絡　　
　　　調整に関すること
６　　傷病者の調査、報告等に関すること

勝浦市の災害時医療救護体制について

市民課健康管理係の年長保健師が統括保健師・災害時保健活動・現任教育主担当
（事務分掌に明記されているが詳細な業務について明記なし）

医療救護班班長・副班長・事務長は事務職員

保健師総数８名

市民課

健康管理係
昨年度
所属部署

令和６年度
より配属
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年度 夷隅保健所との取組 年度 勝浦市庁内での取組

令和元年度
【管内保健師業務連絡研究会】
●講演「災害時における保健活動～平時から準備しておくこと～」

令和元年度 実施なし

令和2年度

【管内保健師業務連絡研究会】
●実践報告「令和元年度台風15号、１９号にかかる保健活動」
（１）鴨川市講師
（２）南房総市講師

令和2年度
実施なし

令和3～４年度 実施なし 令和3～４年度
実施なし
※新型コロナウイルス対応

令和５年度 夷隅保健所との取組 令和５年度 勝浦市庁内での取組

10月16日

【管内保健師業務連絡研究会（１回目）】
(1)講演「災害時における統括保健師に求められる役割」
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　
　　　　　　准教授　雨宮有子氏
(2)台風13号の経験を踏まえて
(3)管内の災害危険区域のマッピング等
(４)情報共有・意見交換～市町の保健活動を振り返って～
(５)助言者より講評

2月8日

現在の医療救護班班長が２/３～７まで珠洲市に千葉県から派遣された
医療救護班打ち合わせ（１回目）
各課医療職１０名で実施（医療救護班班長等の参加はなし）
（１）災害時職員初動マニュアルにおける医療救護班の役割について
（２）千葉県災害時保健活動ガイドラインにおける保健活動について
　　　12月7日に実施した管内保健師業務連各会の資料を抜粋し説明
　　　①災害時の指揮命令系統について
　　　②災害時の情報収集と情報活用について
　　　③災害発生時の保健活動のポイントについて
　　　④災害対応の基本（CSCA）について
（３）避難所支援に派遣された事務職の活動内容について共有
　　　災害発生時からの保健師の活動について、現地の職員に聞き取った
　　　内容を班内で共有した。
（４）発災時の医療救護班の活動内容・配置・連絡等について
　　　※庁内の医療職全員が危機感（動けない・備えていない）を共通認識

災害に備えた保健活動の取組経過 令和元年～4年度

・市民課内に新型コロナウイルスワクチン接種対策班が創設

・市民課の係長が兼務、准看護師1名が対策班に異動

・勝浦市は集団接種だったため、ワクチン業務に加え、従来業務（健診・各種がん検
診・保健指導・運動教室等）、感染症対策を市民課で実施

勝浦市の取組夷隅保健所との取組
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令和3～４年度実施なし 令和3～４年度
実施なし
※新型コロナウイルス対応で災害のことは考えられていなかった

令和５年度 夷隅保健所との取組 令和５年度 勝浦市庁内での取組

10月16日

【管内保健師業務連絡研究会（１回目）】
(1)講演「災害時における統括保健師に求められる役割」
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　
　　　　　　准教授　雨宮有子氏
(2)台風13号の経験を踏まえて
(3)管内の災害危険区域のマッピング等
(４)情報共有・意見交換～市町の保健活動を振り返って～
(５)助言者より講評

2月8日

現在の医療救護班班長が２/３～７まで珠洲市に千葉県から派遣された
医療救護班打ち合わせ（１回目）
各課医療職１０名で実施（医療救護班班長等の参加はなし）
（１）災害時職員初動マニュアルにおける医療救護班の役割について
（２）千葉県災害時保健活動ガイドラインにおける保健活動について
　　　12月7日に実施した管内保健師業務連各会の資料を抜粋し説明
　　　①災害時の指揮命令系統について
　　　②災害時の情報収集と情報活用について
　　　③災害発生時の保健活動のポイントについて
　　　④災害対応の基本（CSCA）について
（３）避難所支援に派遣された事務職の活動内容について共有
　　　災害発生時からの保健師の活動について、現地の職員に聞き取った
　　　内容を班内で共有した。
（４）発災時の医療救護班の活動内容・配置・連絡等について
　　　※庁内の医療職全員が危機感（動けない・備えていない）を共通認識

12月7日

【管内保健師業務連絡研究会保健事業研究会同時開催】
　　（２回目）
(１)講演「災害時に実務保健師、栄養士に求められる役割」
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　
　　　　　　准教授　雨宮有子氏
(２)演習・グループワーク
(３)千葉県災害時保健活動ガイドライン様式集について
(４)助言者より講評

３月末

市町村における災害時保健活動マニュアルの策定及び活用のためのガイド
（本編・別冊）が送付された

※統括保健師が書き込みを始めたが、細かい動き等がわからず行き詰まる

日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

珠洲市に派遣された職員が、高齢者支援課長（医療救護班班長）に昇格
※保健師関係の文書を回覧すると内容について意見の共有がしやすくなった

災害に備えた保健活動の取組経過 令和5年度

・令和5年度から管内保健師業務連絡研究会

（いすみ市・御宿町・勝浦市・大多喜町）が再開。

・令和6年1月1日 能登半島地震。

夷隅保健所との取組 勝浦市の取組

珠洲市に派遣中、避難所運営者、
地区の役員、避難者などから聞き
取りを行い、得られた現状や、想定
との違い、時系列での支援状況等
について報告してくれた。

【千葉県の対口支援に参加した経緯】
大地震発生時は本市でも同様の被害が発生す
る恐れがあることから、事例検討の重要性を認
識し千葉県の災害派遣に参加した。
勝浦市は、避難所支援に２名、住家被害認定に
２名の事務職が派遣された。
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令和5年度 管内保健師業務研究会からの学び
保健所からの提案：災害時保健活動マニュアルの作成について

庁内の医療職の意識が高まっている。

みんなで作成する良い機会かもしれない。

土台づくりに取りかかると・・・気づき
・勝浦市には消防防災課があり、災害に関する各種計画や、職員初動マニュ
アル等があるが、内容を読み込むと、役割は書かれているが、医療職の具体
的な動きが記載されていない（次のスライド）、これでは動けない。

・他市町村を参考にできるところを入力するが、細かな動きが分からない。

管内保健師業務研究会で災害がテーマに活動するのは来年で終わりかもしれない。
令和６年度中に保健所の指導のもとマニュアルを完成させたい！！ 10



勝浦市地域防災計画 災害応急対策計画より抜粋
主な担当：医療救護班
（１）関係者とその役割
【市】
（ア）発災時から地域医療の復旧に至るまで、医療救護所の設置をはじめと

した住民等に対する医療救護活動を行う。
（イ）地域防災計画に基づいて医療救護に関する計画等を定め、災害時の医

療救護体制の整備を図る。
（ウ）発災時においては救護本部を設置し、県の災害医療本部及び合同救護

本部、災害拠点病院等の医療機関、関係団体等と緊密な連携のもとに
医療救護活動を実施する。

医療救護事務分掌

1　　避難所における感染症対策及び要配慮者に関すること
２　　住民の健康管理に関すること
３　　医療救護所の設置に関すること
４　　医療機関及び医師会等との連絡調整及び応援要請に関すること
５　　夷隅健康福祉センター（夷隅保健所）との連絡調整に関すること
６　　傷病者の調査、報告等に関すること

医療職の具体的な動きが
記載されていない
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マニュアル策定にあたり
活用した媒体
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マニュアル策定にあたり活用した媒体

・市町村における災害時保健活動マニュアルの策定及び活用の
ためのガイド 本編初版、別冊初版（2024年3月）。

・別冊はワード形式になっており直接入力可能。

・入力にあたり活用できる参考資料が本編に掲載されている。

別冊は、市の計画等を参考にするとある程度は入力可能。
ある程度入力すると「できた気になる」「周りに意見を求めやすい」。
参考資料を読み込むと、理解が深まる。
マニュアル策定を進めていくと、発災直後の保健活動が分からず、
アクションカードも同時に作成した。
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日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

珠洲市に派遣された職員が、高齢者支援課長（医療救護班班長）に昇格
※保健師関係の文書を回覧すると内容について意見の共有がしやすくなった

6月3日

【管内保健師業務連絡研究会（１回目）】
(１)出席者自己紹介
(２)令和5年度保健師活動状況及び令和6年度保健師活動計画
　　等の共有
（３）交流会

６月２５日

【管理期保健師研修会】
●講演「災害時における県と市町村の連携強化」
　　保健師の災害時の応援派遣及び受援のためのオリエンテーションガイドから
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　准教授　雨宮有子氏
　　※マニュアル作成の必要性を再認識した

７月１日

保健師活動連絡会
【夷隅保健所が主催し勝浦市で開催】
(１)保健師の現任教育
(２)災害時保健活動
(３)統括保健師等の連絡会の意向
(４)市および夷隅保健所で検討、共有したいこと
(５)地区概況の作成についての提案
　　　※庁内保健師７名が参加

８月９日

令和６年能登半島地震に係る災害時保健活動報告会（６月２５日開催）

庁内保健師５名で動画配信視聴
※災害時の保健師活動は庁内の医療職全員で取り組むことと医療職が再認識

8月26日

千葉県版　災害対応力向上支援プログラムに申し込み

※医療救護班班長、他医療職に相談し、令和６年度中にマニュアル完成を目指
し、プログラムに申込をした。消防防災課も参加予定であったが、都合がつか
ず、市民課の統括保健師１名の参加となった。
※夷隅保健所の次長・主査・事務職３名も申込

日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

9月9日

医療救護班打ち合わせ（２回目）
マニュアル・アクションカードの完成を今年度の目標とすること
地区概況の作成について各課の取組状況を共有
※保健所から提供された地区概況のベースを使用し各課で事前に作成

医療救護班班長・副班長・消防防災課・医療職参加
※消防防災課も参加することになり、マニュアル・アクションカード作成につい
て助言をしてくれるようになった

災害に備えた保健活動の取組経過 令和６年度 ４月～８月

夷隅保健所との取組

こちらのスライドはスライド１７
で詳しく説明します。
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能登半島地震被災地支援にあたった現在の医療救護班長が
災害時保健活動マニュアル作成を後押し

①能登半島での支援活動を通じ、集落の孤立による支援の遅れ、高齢者が置かれた過酷な環
境、避難者の健康管理の難しさなど、現地の状況を見て様々な課題が浮かび上がった。

②災害時に「想定外」という言葉をよく聞くが、能登半島地震をはじめ過去の災害事例は蓄積
されている。これらに学び現場の対応力を磨くことで「想定外」の事態を少しでも減らしたい。

③被災地の医療職員は過酷な環境でギリギリの状況で業務にあたっていた。ストレスのコント
ロールと心身のケアを平時から考え対策することで、希望を失わずに復旧にあたれるよう支援
者支援の必要性を認識。

④房総半島南部に位置する勝浦市においても、半島地形や高齢化等の状況は共通。災害発生
時は同じ状況に陥る恐れがあり、対策は後回しに出来ない、すぐにでも課題の解決に取りかか
る必要がある。
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本市は災害発生時には災害対
策本部内に組織された班体制で
活動を行う。しかし災害を想定し、
班単位での事前準備、マニュアル
の作成等は行われていない。

本部統括を担う消防防災課は、
各班が取り組むべき事前準備へ
の関与は限定的。

過去の災害をみても、災害対策
本部を統括する部門がすべての
指揮をとれるわけではない。

各班が班長の指揮の下、主体的
に動き、参集できた職員で最大
限の機能を発揮できるよう、平時
からの準備が必要となる。

派遣を通して、発災直後から住
民の命を守るマニュアル整備の
重要性を認識し、作成をすすめた。
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日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

珠洲市に派遣された職員が、高齢者支援課長（医療救護班班長）に昇格
※保健師関係の文書を回覧すると内容について意見の共有がしやすくなった

6月3日

【管内保健師業務連絡研究会（１回目）】
(１)出席者自己紹介
(２)令和5年度保健師活動状況及び令和6年度保健師活動計画
　　等の共有
（３）交流会

６月２５日

【管理期保健師研修会】
●講演「災害時における県と市町村の連携強化」
　　保健師の災害時の応援派遣及び受援のためのオリエンテーションガイドから
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　准教授　雨宮有子氏
　　※マニュアル作成の必要性を再認識した

７月１日

保健師活動連絡会
【夷隅保健所が主催し勝浦市で開催】
(１)保健師の現任教育
(２)災害時保健活動
(３)統括保健師等の連絡会の意向
(４)市および夷隅保健所で検討、共有したいこと
(５)地区概況の作成についての提案
　　　※庁内保健師７名が参加

８月９日

令和６年能登半島地震に係る災害時保健活動報告会（６月２５日開催）

庁内保健師５名で動画配信視聴
※災害時の保健師活動は庁内の医療職全員で取り組むことと医療職が再認識

8月26日

千葉県版　災害対応力向上支援プログラムに申し込み

※医療救護班班長、他医療職に相談し、令和６年度中にマニュアル完成を目指
し、プログラムに申込をした。消防防災課も参加予定であったが、都合がつか
ず、市民課の統括保健師１名の参加となった。
※夷隅保健所の次長・主査・事務職３名も申込

日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

9月9日

医療救護班打ち合わせ（２回目）
マニュアル・アクションカードの完成を今年度の目標とすること
地区概況の作成について各課の取組状況を共有
※保健所から提供された地区概況のベースを使用し各課で事前に作成

医療救護班班長・副班長・消防防災課・医療職参加
※消防防災課も参加することになり、マニュアル・アクションカード作成につい
て助言をしてくれるようになった

災害に備えた保健活動の取組経過 令和６年度 ４月～８月

夷隅保健所との取組 勝浦市の取組

６月の管理期研修会で案内があった後、8月
にも千葉県庁から「千葉県の災害対応力体制
の実態調査等研究協力依頼について」メール
がありました。
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千葉県版災害対応力向上プログラムの概要
１．目的

・災害対応体制整備の目的と必要性について実感を伴い理解できる

・県本庁、保健所、市町村として災害時に必要な対応・体制を他の災害対応担当者と共に考えることができる

・上記を踏まえ、一職員として、各組織として災害への備え・体制整備を取り組み始める

２．目標

・発災直後の住民の避難状況と必要な支援活動の具体をイメージできる

・「災害時保健活動マニュアル策定・活用のガイド」を活用できる

・災害時保健活動の全体像と各フェーズにおける行動の概要をイメージできる

・自治体内外の災害対応担当者間のネットワークを広げられる

・災害時を想定した住民の主体的な自助・共助の醸成を意図した支援活動のアイディアを持てる

３．対象

千葉県庁・県内市町村・県型保健所の以下の職員

・統括的な役割を担う保健師（事務分掌不問）、総合的なマネジメントを担う保健師（事務分掌不問）、自治体または保健所の災害対
策主担当の保健師、自治体または保健所の災害担当部署の職員（職種不問）

日時 内容 自己評価

8月末 支援プログラム参加申込期限

9月初旬 案内

事前課題の実施前 事前調査（１０分程度）

事前調査後 １）事前課題（オンデマンド教材視聴等）

10月
２）BHELP標準コースの受講
　　ZOOMによるライブ

11月6日
３）「市町村における災害時保健活動マニュアルの
策定及び活用のガイド」の試行的活用と情報共有

直後 事後調査１（10分程度）

3月初旬 事後調査２（５分程度）

このプログラムなら通常業務をこな
しながらでも参加できそう！
マニュアル作成のヒントになるかも。

企画・主催
千葉県立保健医療大学
雨宮 有子氏
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7月の保健師活動連絡会で「地区概況の作成について」
保健所から提案がありました。

これなら、すぐに取り組めそう！各課保健師で作成を進めました。

環境・産業等
介護施設
（市内のみ）

学校・社会教育
関係施設

医療機関

生活資源

交通機関

人口動態

出生数・死亡数・高齢者を含む世帯割合・高齢者独居世帯数等

令和６年度 勝浦市 地区概況
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8月26日

千葉県版　災害対応力向上支援プログラムに申し込み

※医療救護班班長、他医療職に相談し、令和６年度中にマニュアル完成を目指
し、プログラムに申込をした。消防防災課も参加予定であったが、都合がつか
ず、市民課の統括保健師１名の参加となった。
※夷隅保健所の次長・主査・事務職３名も申込

日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

9月9日

医療救護班打ち合わせ（２回目）
マニュアル・アクションカードの完成を今年度の目標とすること
地区概況の作成について各課の取組状況を共有
※保健所から提供された地区概況のベースを使用し各課で事前に作成

医療救護班班長・副班長・消防防災課・医療職参加
※消防防災課も参加することになり、マニュアル・アクションカード作成につい
て助言をしてくれるようになった

10月17日

千葉県版　災害対応力向上支援プログラム

BHELP標準コースの受講
日本災害医学会による「地域保健・福祉における災害対応標準化トレーニング
コース」

※避難所等での具体的な活動について学ぶことができ、その内容をマニュア
ル・アクションカードに反映させた

１１月７日

【管内保健師業務連絡研究会・保健事業研究会同時開催】
　　　（２回目）
(１)講演「令和６年能登半島地震における保健活動を通して」
　　講師　千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科　
　　　　　　准教授　雨宮有子氏
(２)夷隅保健所における災害対策の取組状況
　　報告者　夷隅保健所　地域保健福祉課　主査　小宮　朋子氏
(３)情報共有～市町の災害保険活動の取組状況について～
（４）グループワーク～市町における災害時保健活動マニュアル
　　　作成にあたってのヒントを得よう～

11月6日

千葉県版　災害対応力向上支援プログラム

　　講演「市町村における災害時保健活動マニュアルの策定及び活用のガイド」
　　　　　　の試行的活用と情報共有
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　准教授　雨宮有子氏
　　　※千葉県版災害対応力向上支援プログラムに申し込んだ自治体と
　　　　グループワークを実施

11月27日
令和６年度夷隅地域合同救護本部設置訓練
市町村はEMISの入力と防災FAXを送信（市民課・消防防災課で対応）

11月22日

医療救護班打ち合わせ（３回目）　
マニュアル・アクションカードの内容について協議

医療救護班班長・副班長・消防防災課・医療職・勝浦診療所参加

日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

２月６日

【管内保健師業務連絡研究会（３回目）】
(１)講演「災害時保健活動の具体化」
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　
　　　　　准教授　雨宮有子氏
　　「災害時保健活動マニュアルの策定および活用のための
　　ガイド」　の紹介
(２)グループワーク４０分
　　　災害時保健活動マニュアルを作ってみる！
　　グループワーク４０分
　　　災害時保健活動の体制と具体的活動を考える！

１月２１日

令和６年度健康危機管理における保健活動推進会議

オンライン視聴

庁内保健師５名、消防防災課１名で視聴

災害に備えた保健活動の取組経過 令和６年度 ９月～１１月

夷隅保健所との取組 勝浦市の取組
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11月27日
令和６年度夷隅地域合同救護本部設置訓練
市町村はEMISの入力と防災FAXを送信（市民課・消防防災課
で対応）

11月22日

医療救護班打ち合わせ（３回目）　
マニュアル・アクションカードの内容について協議

医療救護班班長・副班長・消防防災課・医療職・勝浦診療所参加

日付 夷隅保健所との取組 日付 勝浦市庁内での取組

２月６日

【管内保健師業務連絡研究会（３回目）】
(１)講演「災害時保健活動の具体化」
　　講師　千葉県立保健医療大学　健康科学部看護学科　
　　　　　准教授　雨宮有子氏
　　「災害時保健活動マニュアルの策定および活用のための
　　ガイド」　の紹介
(２)グループワーク４０分
　　　災害時保健活動マニュアルを作ってみる！
　　グループワーク４０分
　　　災害時保健活動の体制と具体的活動を考える！

１月２１日

令和６年度健康危機管理における保健活動推進会議

オンライン視聴

庁内保健師５名、消防防災課１名で視聴

2月12日
令和６年度　夷隅地域災害医療対策会議
講演「DMAT活動と地域の災害対策」
医療法人鉄蕉会　亀田総合病院

3月24日

医療救護班打ち合わせ（４回目）
マニュアル・アクションカード最終確認　
※４月の人事が発表された後だったため、庁内医療職全員で取り組むべき事
項、令和７年度は保健師だけでできる訓練も実施しようと話をした

医療救護班班長・副班長・消防防災課・医療職・勝浦診療所参加

3月28日
４回目の打ち合わせでの指摘内容を修正し初版完成
決裁　市長・副市長・総務課にも回覧

災害に備えた保健活動の取組経過 令和６年度 １月～３月

夷隅保健所との取組 勝浦市の取組
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令和6年度に作成したもの
①勝浦市災害時保健活動マニュアル
②アクションカード（地震・津波用）

以下は受援時のオリエンテーションの際に使用すること
を想定し作成。
地区概況のみでは、初めて勝浦市に受援に来た方には
伝わらないため、既存の資料に医療機関等をマッピング
をした地図を追加で作成。

③地区概況
④勝浦市地震ハザードマップ（医療機関等掲載）
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令和６年度 保健所との関わりからの変化
管内研を通して災害時保健活動マニュアル作成・受援に備えた準備が必要であ
ると庁内の医療職全員が認識。

様々な研修に参加したことで庁内の医療職の意識が変化。

講師の先生からの言葉「災害はいつ起こるか分からない！通常の業務と同
じ！後回しにしない！」に心が動く。

何か起きたらやればいいと考えていた事業を、危機感を持ち、庁内の医療職全
員で取り組む姿勢を持つことができた。

医療救護班での打ち合わせを定期的に実施し、課長職や消防防災課事務職等
からのアドバイスをもらうことができた。

保健所や講師の先生と顔の見える関係ができたことで、相談しやすく
なり、内容についても助言をいただき修正することができました。
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勝浦市における今後の課題について
●マニュアルの定期的な見直し
・医療救護所（勝浦診療所）での具体的な活動について等、まだ十分に準備できてい

ない。

・毎年、人事異動で庁内の職員配置が変更となるため、マニュアルに職員の氏名を入

れ、毎年見直すきっかけとした。

・今年度は2ヶ月に1回、災害時保健活動検討会を開催し、災害対応事例を検討する。

●訓練の実施
・勝浦市は近年大規模災害の経験がなく、医療職の被災地派遣の経験もない。

・庁内全体の定期的な訓練・保健師だけでできる訓練も実施したい。

●所属部署でのリスト等の整備
・現在直営の包括支援センターに所属しているため、地区別に要介護者等のリストを

準備し、発災時に使えるリストを作成したい。
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保健所との連携を通しての学び
●管内保健師業務連絡研究会の意義
⇒県内の動き、管内の課題から年度毎に必要なテーマを決めて、講演やグループワーク
を企画。

⇒保健所と一緒に活動することで、自自治体の課題解決に繋がる。

●顔の見える関係づくり
⇒保健所や講師の先生に相談しやすくなりマニュアル完成に繋がった。

●庁内連携
⇒マニュアル作成を通して、他課との連携、取り組むべき課題が明確になる。
⇒協力者ができることで、少しずつ周りを巻き込むことができる。

●管内市町での課題の共有・今後の取組について共通認識
⇒大規模災害時は、夷隅地域での協力が必要不可欠となる。勝浦市だけで完結せず、
管内市町の自治体保健師が、共通課題に取り組めると良いと感じる。
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ご清聴ありがとうございました

勝浦カッピー
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